
○ 昭和57年及び平成９年の閣議決定により、医学部の入学定員を7,625人まで抑制。

○ 平成18年の「新医師確保総合対策」により医師不足が深刻な都道府県（青森、岩手、秋田、山形、

福島、新潟、山梨、長野、岐阜、三重）について各10人、平成19年の「緊急医師確保対策」により全都

道府県について原則として各５人の入学定員を増員。これらにより、平成20年度の入学定員を7,793人

に増員。

○ 「経済財政改革の基本方針2008」を踏まえ、平成21年度の入学定員を8,486人に増員。

○ 平成22年度以降は、地域の医師確保等の観点から最大9,420人まで増員。

※平成28年度に開設した東北医科薬科大学医学部（100人）、平成29年度に開設した国際医療福祉大学

医学部（140人）含む。

１．これまでの経緯

（１）地域の医師確保の観点からの定員増 （地域枠）
都道府県が都道府県計画その他の都道府県が作成する医療に関する計画に基づき奨学金を設け、
大学が地域医療を担う意思を持つ者を選抜し、地域医療等の教育を実施。

【令和５年度：961人（+53）】

うち、地域のニーズに対応して選択可能な診療科を示し、診療科偏在対策を図るものとして、
診療科選定地域枠 331人 うち、令和５年度新規 45人 を増員。

（２）研究医養成のための定員増 （研究医枠）
複数の大学と連携し、研究医養成の拠点を形成しようとする大学で、研究医の養成・確保に学部・大学院
教育を一貫して取り組む各大学３人以内の定員増。

【令和５年度：27人（ ±0 ）】

２．平成22年度以降の増員の枠組み

４．増員期間

令和６年度 医学部入学定員増について

令和６年度までの間

（令和６年度は令和元年度の医学部定員総数（9,420人）を超えない範囲で、その必要性を慎重に精査しつ
つ、暫定的に現状の医学部定員を概ね維持。）

３．入学定員の推移
※括弧内は令和４年度定員数からの増減

定員増
開始
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令和６年度医学部定員増に係る方針について 
 

 

 

 

○経済財政運営と改革の基本方針 2018（平成 30年６月 15日閣議決定）抄 

第３章 「経済・財政一体改革」の推進 
４．主要分野ごとの計画の基本方針と重要課題 

（１）社会保障 

（医療・介護提供体制の効率化とこれに向けた都道府県の取組の支援） 

2020 年度、2021 年度については、2019 年度の医学部定員を超えない

範囲で、その必要性を慎重に精査しつつ、暫定的に現状の医学部定員を

概ね維持する。 

 

 

 

 

○令和６年度の医学部臨時定員の暫定的な維持について（令和４年 11月４

日文部科学省高等教育局長・厚生労働省医政局長通知）抄 

（１）令和６年度の医学部総定員の考え方について 

令和６年度の医学部総定員は、令和２年度から令和５年度までと同

様、令和元年度の医学部総定員数（9,420人）を上限とすることとする。 

（２）令和６年度の医学部入学定員の臨時増員の枠組みについて 

令和５年度末を期限とする医学部入学定員の臨時増員の枠組みについ

ては、令和６年度末まで１年間延長することとする。 
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- 1 -

○
文
部
科
学
省
令
第

号

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
条
及
び
第
百
四
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
学
設
置
基

準
及
び
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

令
和
五
年

月

日

文
部
科
学
大
臣

永
岡

桂
子

大
学
設
置
基
準
及
び
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

（
大
学
設
置
基
準
の
一
部
改
正
）

第
一
条

大
学
設
置
基
準
（
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。
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改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

１
～
３

[
略]

１
～
３

[

同
上]

４

平
成
二
十
二
年
度
以
降
に
期
間
（
令
和
十
一
年
度
ま
で
の
間
の
年
度
間
に
限

４

平
成
二
十
二
年
度
以
降
に
期
間
（
令
和
十
年
度
ま
で
の
間
の
年
度
間
に
限

る
。
）
を
付
し
て
医
学
に
関
す
る
学
部
の
学
科
に
係
る
収
容
定
員
を
、
七
百
二
十

る
。
）
を
付
し
て
医
学
に
関
す
る
学
部
の
学
科
に
係
る
収
容
定
員
を
、
七
百
二
十

人
を
超
え
て
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す

人
を
超
え
て
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県

る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県

計
画
そ
の
他
の
都
道
府
県
が
作
成
す
る
医
療
に
関
す
る
計
画
に
記
載
さ
れ
た
大
学

計
画
そ
の
他
の
都
道
府
県
が
作
成
す
る
医
療
に
関
す
る
計
画
に
記
載
さ
れ
た
大
学

の
入
学
定
員
及
び
編
入
学
定
員
の
増
加
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
収
容
定
員
の
増
加
の

の
入
学
定
員
及
び
編
入
学
定
員
の
増
加
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
収
容
定
員
の
増
加
の

み
に
よ
り
八
百
四
十
人
ま
で
の
範
囲
で
増
加
す
る
大
学
（
次
項
及
び
附
則
第
六
項

み
に
よ
り
八
百
四
十
人
ま
で
の
範
囲
で
増
加
す
る
大
学
（
次
項
及
び
附
則
第
六
項

に
お
い
て
「
医
学
部
の
収
容
定
員
を
七
百
二
十
人
を
超
え
て
増
加
す
る
大
学
」
と

に
お
い
て
「
医
学
部
の
収
容
定
員
を
七
百
二
十
人
を
超
え
て
増
加
す
る
大
学
」
と

い
う
。
）
の
基
幹
教
員
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
一
ロ
に
定
め
る
医
学
関

い
う
。
）
の
基
幹
教
員
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
一
ロ
に
定
め
る
医
学
関

係
の
基
幹
教
員
数
は
、
収
容
定
員
が
七
百
八
十
人
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
百
五

係
の
基
幹
教
員
数
は
、
収
容
定
員
が
七
百
八
十
人
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
百
五

十
人
、
収
容
定
員
が
八
百
四
十
人
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
百
六
十
人
と
し
、
か

十
人
、
収
容
定
員
が
八
百
四
十
人
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
百
六
十
人
と
し
、
か

つ
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
と
し
て
、
第
十
条
の

つ
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
と
し
て
、
第
十
条
の

規
定
を
適
用
す
る
。

規
定
を
適
用
す
る
。

５
・
６

[

略]

５
・
６

[

同
上]

備
考

表
中
の[

]

の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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（
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第

十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。
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改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

１
・
２

[
略]

１
・
２

[

同
上]

３

令
和
六
年
度
に
令
和
十
一
年
度
ま
で
の
期
間
を
付
し
て
私
立
の
大
学
の
学
部
の

３

令
和
五
年
度
に
令
和
十
年
度
ま
で
の
期
間
を
付
し
て
私
立
の
大
学
の
学
部
の
収

収
容
定
員
（
医
学
に
関
す
る
学
部
の
学
科
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
増
加
す
る

容
定
員
（
医
学
に
関
す
る
学
部
の
学
科
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
増
加
す
る
学

学
則
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
第
七
条
第
一
項
の
規
定

則
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
第
七
条
第
一
項
の
規
定
の

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
学
則
を
変
更
す
る
年
度
（
以
下
「
学
則
変

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
学
則
を
変
更
す
る
年
度
（
以
下
「
学
則
変
更

更
年
度
」
と
い
う
。
）
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
又
は

年
度
」
と
い
う
。
）
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
又
は
前

前
年
度
の
六
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
」
と
あ
る
の
は
、
「
文
部
科
学

年
度
の
六
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
」
と
あ
る
の
は
、
「
文
部
科
学
大

大
臣
が
定
め
る
期
間
内
」
と
す
る
。

臣
が
定
め
る
期
間
内
」
と
す
る
。

４

令
和
六
年
度
に
令
和
十
一
年
度
ま
で
の
期
間
を
付
し
て
私
立
の
大
学
の
学
部
の

４

令
和
五
年
度
に
令
和
十
年
度
ま
で
の
期
間
を
付
し
て
私
立
の
大
学
の
学
部
の
収

収
容
定
員
（
医
学
に
関
す
る
学
部
の
学
科
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
七
百
二
十

容
定
員
（
医
学
に
関
す
る
学
部
の
学
科
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
七
百
二
十
人

人
を
超
え
て
増
加
す
る
学
則
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
七
条

を
超
え
て
増
加
す
る
学
則
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
七
条
第

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
に
加
え
、
基
幹
教
員
の
氏
名
等
を
記
載
し
た
書
類

一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
に
加
え
、
専
任
教
員
の
氏
名
等
を
記
載
し
た
書
類
（
附

（
附
則
別
記
様
式
）
を
添
え
て
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。

則
別
記
様
式
）
を
添
え
て
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。

備
考

表
中
の[

]

の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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○
文
部
科
学
省
令
第

号

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
二
十
号
）
の
施

行
に
伴
い
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
に
基
づ
く
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
の
平
成
二
十
九
年
度
に
開
設
す
る
医
学
部
を
置

く
大
学
に
係
る
大
学
設
置
基
準
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年

月

日

文
部
科
学
大
臣

永
岡

桂
子

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
に
基
づ
く
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
の
平
成
二
十
九
年
度
に
開
設
す
る
医
学
部
を
置
く
大

学
に
係
る
大
学
設
置
基
準
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
に
基
づ
く
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
の
平
成
二
十
九
年
度
に
開
設
す
る
医
学
部
を
置
く
大
学
に

係
る
大
学
設
置
基
準
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

「
第
八
条
第
七
項
」
を
「
第
八
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和

五
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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